
ヒバマタ目ホンダワラ科 石川県カテゴリーウスイロモク 地域個体群

なし国カテゴリー

本州日本海沿岸、新潟県から秋田県。
国内分布

七尾市沿岸、百海町から大泊町の間および観音崎から三室湾の間。
県内分布

主枝の下部につく葉は長さ10cm、幅2cmと大きい。また、薄い膜質で、色はやや淡色のため、ウスイ

ロの名がある。
形　　態

七尾市沿岸でしか確認されず、分布生育範囲が限られている可能性がある。他の地域に生育している

ことも十分考えられるが現時点では地域個体群としておくのが妥当と考える。
選定理由

数m以上の深さで、ときどき砂をかぶるような所に生育している。この点は他のホンダワラ類とは異な

る大きな特徴である。
生　　態

さしあたって脅威はないが、河川改修による砂の供給減、あるいは富栄養化などによる泥の堆積など

が生育阻害となろう。
生存の危機

ときどき砂をかぶる岩や泥岩地。
生育地の条件

県内の分布

Sargassum pallidum  (Turner) C.Agardh 

浅
海
域
の
生
物

七尾市大泊町の隣の富山県氷見市沿岸にも生育する。
特記事項

浅海域の生物（海藻類）

写真（図）はありません。

km0 10 20


